
日本電工株式会社（社長：石山 照明）は、南アフリカ共和国におけるマンガン鉱山を運営する
Kudumane Manganese Resources（KMR)に投資し、マンガン鉱石権益を取得することを決定
しましたのでお知らせします。

1. 投資の目的
世界のマンガン鉱石の8割にあたる埋蔵量を誇る南アフリカ共和国のカラハリ地区における
マンガン鉱山に投資するにあたり当社が見込むメリットは以下の点であります。

①マンガン資源権益を取得することによりマンガン系合金鉄の原料の安定ソースを確保すること。
②マンガンビジネスのサプライチェーンを確立することで、マンガン系合金鉄の市況変動に対する
　 収益バランスを図る。

2. 投資の概要

（1）会社名 ： Kudumane Manganese Resources（Pｔｙ）Ltd.

（2）所在地 ： Suite 401, Melrose Place, Willowbrook Close, Melrose North, Johannesburg
South Africa, 2196

（3）対象鉱区 ： York、Hotazel、Telele

(4)投資の内容 ： KMRの49%株式を保有するKudumane Investment Holding Limitedの
株式25%を同社の株式を100%保有するAsia Minerals Limitedより買い取る。
なお投資会社は当社香港現地法人であるNDC H.K.Company Limitedとなる。

（5）生産品目 ： 中高品位マンガン鉱石 3,000,000t/年
　　および生産量

(6)生産開始時期 ： 2013年6月

(7)KMR出資会社 ： Kudumane Investment Holding Limited（香港） 49.0%
南アフリカ現地企業 51.0%

　【参考情報】 Asia Minerals Limitedについて
・本社所在地　：　香港
・マンガン系合金鉄工場を中国、マレーシアおよびインド（JV）に保有
・南アフリカ共和国においてマンガン鉱山権益を保有
・会長兼社長　鈴木博貴　（同社70%株保有）

問合せ先 ： 日本電工株式会社 総務部 TEL 03-6860-6800
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